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 要  旨 
地球の磁気圏は磁気双極子で近似される閉じた形をしているが，太陽風と共にやってくる惑星間
空間磁場(IMF)と地球の磁力線の反平行となる領域で磁気リコネクションが発生すると，磁気圏
のオープンな領域が形成される．この開かれた領域から太陽風のエネルギーが導電性の高い磁力
線を通じて極域の正午付近まで進入することができ，この領域はカスプと呼ばれる．太陽風のエ
ネルギーは粒子の降り込みや電場の投影というかたちで電離圏に届き，局所的な電離圏プラズマ
の対流や電流構造を駆動している．従って，これらのダイナミクスを調べることは太陽風-磁気圏
-電離圏結合の特性を解明する上で重要である． 
 本研究はグリーンランドの地磁気ネットワークをベースとして，カスプ周辺部のジオスペース電
流系の時間発展の特性を解明することを目的としている．内容は大きく 2 つのテーマに分かれ，
前半は IMF が南向きの際に発生する磁場変動の極方向への伝搬特性について，2000 年から 2004
年までの太陽活動の激しい 24 日間の磁場データに焦点を絞って解析した結果と考察をまとめて
いる．この現象は過去に数例報告があるのみで，詳しい構造は明らかにされてこなかった． 2001
年 8 月 17 日のイベント解析と 115 日間の磁場データを用いた統計結果から，この極方向への伝
搬は磁気リコネクションに伴う夜方向への対流活動と関係し，電場の不連続面を見ていたもので
あると結論づけることができた．また 8 月 17 日のイベントから，電場の不連続面が極めて広い
領域で起こりうる場合があることも分かった．本論の後半では地磁気ネットワークと NASA の
Space Technology 5 衛星の同時観測をベースとした，カスプ周辺部の電流系の時間発展の特性を
まとめている．このうち 4 月 22 日のカスプ付近で観測された電離圏の応答から，従来考えられ
ていたよりはゆっくりとした 15 分程度の遷移時間を持った変化があることが明らかとなった．
また衛星と地上観測の相関に関する統計解析では，粒子の降り込みの無い極冠内部で地上の磁場
変動が電離圏の電場の変化と良く調和していることを示す結果が得られた．一方で降り込みが強
いと考えられる領域では両者の相関は悪くなり，これは電気伝導度の空間的な非一様性を反映し
ていることが分かった． 
 
 
